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The aim of this paper is to review data collection methods of first encounters of mundane 
conversation in previous research and report data collection at gatherings, in which the 





えば、初対面会話におけるスピーチレベル（嶋原 2014 など）、話題選択（関崎 2016 な


















































































































橋本（2006） 会話は 15 分間行ってもらい、その会話を録音した。（p.89） 




































































































































































約 3 メートル 
約 9 メートル 
食べ物と飲み物が 
置かれたテーブル 





















































3 自然なデータとそうでないデータの区別については、Discourse Studies 上に掲載され
た Speer（2002）ら会話分析者（Conversation Analysts）による、natural data と contrived 









れない。（西郡, 2002, p.4） 
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